
 
    ～ 生徒一人一人に事象の具体視化を促す簡易モデル教材の作成・活用に視点を当てて ～ 

長期研修員 對比地 亨 

中教審2007 
国立教育政策研究所2006 PISA2009 

群馬県 「平成23年度学校教育の指針」 生徒の現状 

論述形式問題の正答率の低下 
原理や法則の理解を 

目的としたものづくりの推奨 

科学的な言葉や 
モデル等を用いて考察させる 

概念をとらえることが困難・曖昧 
再実験がしたい・もの作り好き 

○理科専門教員以外でも簡単に扱える 
○「観察・実験」「モデル」「ＩＣＴ教材」と併用して使用する簡易モデル教材の
活用場面一覧表 
○簡易モデルの授業展開例やワークシートを集約 

○ 生徒一人一人が簡単に作成し活用できるもの 
○ 個人で繰り返して思考し活用できるもの 
○ 身近な素材で作成でき構造が単純なもの 

○ 多くの教科書に記載されている図に準じるもの 

◎視覚的にとらえにくい事象 
◎複雑な構造をもつものの仕組みや原理 

特
徴
 



  一緒に扱う効果的な教
材を確認する 
       （準備が必要） 

マ
ニ
ュ

ア
ル
N
O

学
年

学
期

分
類

内
　
容

簡易モデル
科学的な概念を
とらえやすくする

学習活動

とらえさせたい
科学的な概念

簡易モデル教材を
導入する理由

観
察
・
実
験

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材

演
示
用
モ
デ
ル

1
１
学
年

１
学
期

植
物

植
物
の

花
の
つ
く
り

「花の作りと働き
を確認するための
モデル」

・観察した花をモデルに作り替
える
・他の花のモデルと比較する

・どんな花も雌しべを中心とし
て外側に向かって雄しべ・花
弁・がくの順に構成されている
こと

・観察分解しただけで構造の理
解が不十分なところを、モデル
によって再構築することで花の
構造が理解しやすくなり、他の
花と比較し思考することが容易
になる

観
察
後

5
２
学
年

１
学
期

電
気

回
路

キ
ッ

ト

「回路を組む練習
のためのモデル」

・直列回路や並列回路を組む

・電流が流れている方向は＋か
ら－であるので、電流計や電圧
計の接続端子を電流の向きに合
わせて接続する

・実験になると誤った回路を組
み立ててしまうことが多いので
模擬実験によるシミュレーショ
ンにより違いを理解することが
できる

実
験
前

11
３
学
年

１
学
期

遺
伝

遺
伝

「遺伝のしくみと
優性の法則を考え
るモデル」

・遺伝子の組合せ表にそって配
置し優性の形質を表す

・遺伝子の中の情報によって、
現れたり消えたりする形質があ
るということ

・図で書いていくと何度も書き
直しをすることが多くなるが、
モデルを使うことで作業が簡単
になり分かりやすい

ビ
デ
オ

15
３
学
年

２
学
期

天
体

金
星
の
動
き

月
の
動
き

「金星・月の動き
とその見え方」

・正しい方向の箇所に金星・月
がくるように設定し地球を自転
しつつ公転させ金星・月の満ち
欠けを認識する

・太陽・地球・金星及び太陽・
地球・月の位置関係に応じて地
球から見た金星や月は満ち欠け
する

・言葉やＩＣＴでの説明は俯瞰
するのが難しく、大型モデルで
は個々の確認が難しいところを
個々のモデルを作成・活用する
ことで金星・月の満ち欠けの様
子と地球、太陽の位置関係をと
らえやすい

ビ
デ
オ

演
示
後

簡易モデル教材 作成活用場面一覧表（抜粋） 

モデル

ねらい

作成手順

②

〔金星・月②〕 自分が地球役になり観察
する。
金星モデルを太陽の周り
に回す。
月の場合は月の自転に注
意しながら回す。(自分も
地球の自転に注意して回
る)

逆さにして回すとよい
右回りか左回りかを調べさ
せる

経過 手順 ポイント

①

〔金星・月①〕 発泡スチロール球
(中:R=2cm位)１個に竹串
を刺して金星のモデルを
作る。

金星と月は半球を黄色と黒
色で塗り分けてもよい。

◆

モデルを使うことでとらえにくい大きな空間を身近に感じることができ、小さ
な範囲で金星(月)の満ち欠けの動きを確認しやすくなる。また、それを平面図
と照らし合わせることで立体的に理解できる。また、食についてもその位置関
係の確認ができ食のしくみを理解しやすい

◆

モデルの説明 作成及び活用の効果的場面

発泡スチロール
(中:R=2cm位)１個を竹串
に刺し金星(月)のモデル
とする。(兼用する)

白熱電球の周囲にモデルを回すことで位置と明
暗が分かる。
〔金星〕
自分が地球になり、左回りすることで明けの明
星→昼間→宵の明星→夜間の見え方の変化を実
感を伴って観察することができる。
〔月〕
自分が地球になり、４方向の月の見え方を確認
することができる
〔日食と月食〕
日食・月食についての位置関係が分かりやすい

15
16

【天体③】金星の動き・月の動き・日食と月食

◆ 簡易モデル「金星・月の動きとその見え方、食における天体の明暗と位置関係を見るモデル」

簡易モデル教材 作成活用マニュアル（抜粋） 

  作成及び活用する時
期とモデルを一覧表から
選択する 

  簡易モデル教材の活
用内容・目的を確認する 

１ 

３ 

２ 

  簡易モデルのイメージ
をつかむ 

４ 

  簡易モデルの材料や
素材を確認する 

５ 

  作成手順を含めて、使
用上のポイントを確認する 
○具体的な扱い方 

○作成や活用のポイント 

６ 

１ ２ 

６ 

４ 
５ ６ 

３ 

２ 

２ 

  簡易モデルを活用する
ねらいを確認する 

７ 

７ 

すぐに簡易モデルの 

概要がつかめる 



  発展的な学習について
確認する 

展開例（月の動き）

教材作成及び活用 【関・思・技・知】

○：生徒のモデル作成・活用場面 ▲おおむね満足　△十分満足

●：教師のモデル使用場面

★：ＩＣＴその他教材

10分
導
入

1 月の満ち欠けについて知る
★ＰＣを使って動きを見
せる

1

25分

展
開

2 モデルを使って月の満ち欠けを考える ○金星のモデルを作って
調べる
(月のモデルと兼用)

2

15分
ま
と
め

3 月の満ち欠けについて説明できるよう
にする

●大型モデルを使って説
明する

3 【思】
【技】

評価の観点

評価項目

評価規準支援及び留意点

◆

時
間

学習活動

月の満ち欠けを説明する
http://sgs.gozaru.jp/cdr/sutanba
i/hozyo.html

▲月と地球と太陽の位置関係が
わかる
△モデルを使って説明できる

全体を集めて大型モデルで説明する

モデルから考えさせる
自分は地球と考えさせる
①「月は24時間で１回自転する」と
いうことはどのように操作すればよ
いか考える
②金星の時と同じように操作し考え
る

自転

太陽光

それぞれの位置の時の
月の明暗や見た目の大
きさを調べる

中秋の名月

ICTや大型モデルで確認する 確かめた後、書き直した 簡易モデルを使って確かめる 

  授業展開例について
内容の確認をする 

８ 

発展的な学習◆

○　外惑星の満ち欠けについて調べる。

○　いろいろな天体の変化や特徴について調べる。

  切り取って使える簡易
モデルやワークシートを確
認する 

９ 

補 

◆ 資料

◆
資
料

星座の見え方モデル 遺伝シート イオンのモデル 

回路図キット 

指導資料集からＡ４でコピーするだけで、 
  

すぐに授業で使うことができる 

９ 

８ 

生徒の具体的な変容例 

導入 

展開 

導入 展開 

まとめ 

まとめ 

簡易モデルを使った 
授業の展開が分かる 

補 



 
○ 科学的な概念をとらえやすくする中学校理科指導資料を作成した。様々な教材と合わせて簡 
  易モデル教材を活用していくもので、実践でも検証することができ、汎用性があることが分かった。 
○ 授業では、個々の生徒が手にとって簡単に扱えるため、お互いに意見を出したり、質問したり 
  して、話し合うきっかけにもなり、より効果的に活用することができた。これは、言語活動の充実 
 を図るための一つの方法としてとらえることもできる。 
○ 継続して活用するものに関しては、スモールステップで進めると効果が大きい。 

 

○ 中位・下位の生徒には概念をとらえる上で大きな効果がみられたが、上位の生徒では事前知識
があるため考えすぎて勘違いが生じる可能性がみられた。指導上考慮するべき点について詳細に
検討する必要がある。 

○ 教員アンケートなどから加えてほしい簡易モデル教材の提案があった。この指導資料に掲載し
なかった教材については、今後開発を試み、不十分なものについてはその改善を急ぎたい。 

    問い合わせ先       群馬県総合教育センター 
                    担当係：高校教育研究係    ０２７０－２６－９２１４ （直通） 

モデルを使って金星の満ち欠けを考え
る

モデルを使って分かったことをワーク
シートに記入する

自転

それぞれの位置の時の
金星の明暗や見た目の
大きさを調べる

太陽の光は
こちら側から
当たります 

説明の練習 

実
践 

実践から 
気
づ
く 

概念の説明ができる 

授業実践例 

説明ができた

80.6%

説明に不安

 19.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

更
に 

つまり 

パフォーマンステスト
では８０．６％の生徒が 

説明できていた 


